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２０２６年度 一般入試 前期Ｍ３方式・Ｍ２方式 ２月２日  

 

「世界史探究」 

 

大問 出題の意図 

【１】 西アジアにおけるイスラームの勃興からアッバース朝の滅亡までの時期に関する出題を

行い、西アジア史における重要な時期についての基本的な知識を有しているかを問うと

ともに、日本人が見落としがちなイスラーム世界を正確に考え理解する視点を有してい

るかを問うた。 

【２】 キリスト教の教会形成期から宗教改革の時期に至るまでの問題を出題することで、キリ

スト教世界の歴史を理解する上で重要なポイントである「正統と異端」の問題について、

正確な理解ができているかを問うた。 

【３】 １７世紀以降、イギリス人勢力がどのように北米大陸に進出し、そして１８世紀半ばまで

にその地での優位をどのように獲得したか、さらに､アメリカ合衆国がどのように形成さ

れていったかに関して出題し、この時期の北米大陸の歴史に関して正確な知識を有して

いるか、しかもさまざまな出来事の関連性を考える視点を有することができているかを

も問うた。 

【４】 ２０世紀初頭の清朝滅亡から半ばの中華人民共和国建国、およびそれ以後の時期に関す

る問題を出すことで、現代において大きな影響力を有している中華人民共和国の理解の

ための基盤となる歴史的認識ができているかを問うた。 

  


